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2019年度栃木県DV被害者等地域支援サポーター交流会

栃木県DV被害者等地域支援サポーターとして登

録している、その登録者の交流会が行われた。

内容としては、性暴力被害者支援センターひょう

ごの事務局長福岡ともみ氏の「被害者に必要な視

点と対応の基本～被害者に寄りそうために～」と題

しての講座。

性暴力被害者支援センターひょうごは病院の中に

あり(病院型)、支援員が相談を受け病院と提携して

いる。病院型の利点は産婦人科医の存在が非常に大

きい。

性暴力とは同意のない無理やりの性的言動で、言

葉による嫌がらせやレイプ・性的虐待・DV・デー

トDV(若いカップル間でのDV)などのこと。DV・性

暴力被害は健康の問題であり、被害も加害も社会の

問題である。

「私は社会に存在していいのか」と思わされる体験

がトラウマになり心と身体に衝撃を与える。被害者

支援にはアドヴォケイト(権利擁護/代弁)が大切。

被害を受けた人をディスエンパワーメントする(勇

気づけられない)社会が今の現状。そのため被害者

の横で歩調を合わせ寄り添う支援が必要である。具

体的には産婦人科をはじめ、医療による身体のケア、

自分への信頼を取り戻す心のケア、孤立化を防ぐ自

己コントロール感を取り戻し支えになる人や団体か

らのエンパワーメント(勇気づけ)。

性暴力を防ぎ、回復を支える社会にしていくため

に小さい頃からの性教育(一次予防)、他機関連携(二

次予防)、早期の治療とケア(三次予防)が求められる。

地域支援サポーターとして今後取り組んでいくた

めの心構えと実践に向けてどの様に関わっていけば

良いのかサポーター相互の交流も行った。


